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1
選

択
式

問
題

の
選

択
肢

が
判

断
能

力
に

与
え

る
影

響
6
1

就
寝

前
に

適
切

な
行

動
1
2
1

水
の

硬
度

に
よ

る
カ

イ
ワ

レ
の

成
長

の
違

い
1
8
1

国
語

の
点

数
と

読
書

の
関

係

2
除

湿
器

代
わ

り
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

6
2

赤
色

に
よ

る
心

拍
数

の
変

化
は

連
日

行
っ

た
と

し
て

も
効

果
が

維
持

さ
れ

る
の

か
1
2
2

降
雨

時
の

空
転

を
防

ぐ
方

法
1
8
2

イ
ン

ド
の

神
々

は
何

故
人

間
ら

し
く

な
い

の
か

3
非

言
語

要
素

と
記

憶
・

応
用

力
の

関
係

6
3

暗
記

の
効

率
の

良
い

方
法

1
2
3

理
想

的
な

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

の
走

路
1
8
3

大
国

の
滅

亡
　

宗
教

と
の

関
わ

り

4
辛

さ
を

和
ら

げ
る

も
の

6
4

テ
レ

ビ
C
M

に
必

要
な

も
の

と
は

？
1
2
4

効
率

的
な

学
習

方
法

～
周

囲
の

音
に

よ
る

影
響

～
1
8
4

日
常

生
活

に
必

要
な

も
の

を
使

っ
て

カ
イ

ロ
は

作
れ

る
の

か

5
怪

我
と

身
長

の
関

係
6
5

百
聞

は
一

見
に

如
か

ず
と

は
現

在
で

も
通

用
す

る
の

か
1
2
5

犬
の

し
つ

け
方

1
8
5

身
長

と
運

動
能

力
の

関
係

6
視

覚
と

聴
覚

か
ら

の
情

報
の

集
中

力
を

妨
げ

る
度

合
い

6
6

盗
塁

の
成

功
と

状
況

の
関

係
1
2
6

ス
マ

ホ
依

存
症

に
つ

い
て

の
研

究
～

S
N
S
別

に
見

た
依

存
性

の
関

係
～

1
8
6

瞑
想

と
正

答
率

の
関

係

7
紙

を
き

れ
い

に
乾

か
す

た
め

に
6
7

ア
ロ

マ
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

の
か

1
2
7

睡
眠

時
間

が
計

算
に

及
ぼ

す
影

響
1
8
7

体
幹

筋
機

能
と

競
技

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

関
係

8
服

に
つ

い
た

イ
ン

ク
の

落
と

し
方

6
8

地
震

に
強

い
構

造
物

の
特

徴
1
2
8

日
数

と
記

憶
の

関
係

1
8
8

読
書

量
と

語
彙

力
の

関
係

9
8
×

８
マ

ス
オ

セ
ロ

先
攻

と
後

攻
の

勝
率

6
9

最
も

効
率

よ
く

体
重

を
増

や
す

方
法

1
2
9

人
工

甘
味

料
に

対
す

る
ア

リ
の

反
応

1
8
9

サ
ッ

カ
ー

の
守

備
戦

術
に

よ
る

得
点

率
と

失
点

率
の

違
い

1
0

サ
イ

ク
リ

ン
グ

に
よ

る
心

理
的

、
身

体
的

な
影

響
に

つ
い

て
7
0

木
材

が
水

分
を

含
む

か
ど

う
か

に
よ

る
耐

久
性

の
違

い
1
3
0

植
物

と
光

の
色

の
関

係
性

1
9
0

立
ち

幅
跳

び
の

距
離

の
変

化

1
1

ス
イ

カ
と

塩
の

関
係

7
1

シ
ャ

ー
ペ

ン
に

か
か

る
力

と
芯

の
長

の
関

係
1
3
1

未
知

の
音

楽
と

作
業

効
率

の
関

係
1
9
1

パ
タ

ー
ン

ロ
ッ

ク
の

傾
向

と
安

全
性

1
2

視
覚

と
聴

覚
の

記
憶

の
関

係
7
2

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

使
用

時
間

に
対

す
る

学
習

・
睡

眠
時

間
の

相
関

1
3
2

小
さ

な
生

き
物

ヒ
ル

ミ
ミ

ズ
に

つ
い

て
の

研
究

～
ヌ

マ
エ

ビ
へ

の
共

生
率

調
査

～
1
9
2

短
期

映
像

を
長

時
間

見
る

こ
と

に
よ

る
短

期
記

憶
へ

の
影

響

1
3

寝
ぐ

せ
を

つ
き

に
く

く
す

る
に

は
7
3

湯
船

と
シ

ャ
ワ

ー
の

体
温

上
昇

の
違

い
1
3
3

筋
ト

レ
に

よ
っ

て
柔

軟
性

は
高

ま
る

の
か

1
9
3

鹿
沼

市
の

人
口

減
少

を
止

め
る

1
4

体
感

時
間

の
変

化
に

つ
い

て
7
4

ラ
ン

ニ
ン

グ
に

合
う

テ
ン

ポ
1
3
4

テ
ニ

ス
の

サ
ー

ブ
に

お
け

る
ル

ー
テ

ィ
ン

と
そ

の
効

果
1
9
4

関
東

圏
に

お
け

る
地

域
ご

と
平

均
電

気
代

と
使

用
量

の
関

係
に

つ
い

て

1
5

英
語

に
お

け
る

文
字

の
間

隔
と

読
む

早
さ

7
5

食
事

の
摂

取
量

と
そ

の
後

の
運

動
の

関
係

1
3
5

サ
ッ

カ
ー

の
試

合
に

お
け

る
ボ

ー
ル

ポ
ゼ

ッ
シ

ョ
ン

率
と

勝
率

の
関

係
に

つ
い

て
1
9
5

ア
メ

リ
カ

の
死

刑
制

度
と

殺
人

発
生

の
関

係

1
6

人
工

筋
肉

に
送

る
空

気
の

量
と

発
生

す
る

力
の

関
係

7
6

ホ
ー

ム
ド

ア
の

設
置

順
と

非
設

置
駅

の
特

徴
の

研
究

1
3
6

ダ
ン

ゴ
ム

シ
の

交
替

性
転

向
反

応
に

つ
い

て
1
9
6

ロ
ー

バ
ー

制
御

用
A
Iの

作
成

1
7

内
容

理
解

に
お

け
る

映
像

の
効

果
7
7

漫
画

を
読

む
人

と
読

ま
な

い
人

で
の

影
響

の
差

1
3
7

色
に

よ
る

効
果

1
9
7

村
上

春
樹

「
鏡

」
の

作
中

の
鏡

の
有

無
に

つ
い

て

1
8

ト
レ

ー
ド

の
必

要
性

7
8

音
楽

を
聴

き
な

が
ら

勉
強

を
す

る
と

テ
ス

ト
の

点
数

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
出

る
の

か
1
3
8

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
作

品
の

第
２

期
が

制
作

さ
れ

る
条

件
1
9
8

ま
る

読
み

ｖ
ｓ

黙
読

1
9

計
算

と
音

楽
の

関
係

性
7
9

人
が

嫌
う

音
の

共
通

点
1
3
9

冷
凍

技
術

と
食

品
状

態
の

関
係

1
9
9

タ
イ

ポ
グ

リ
セ

ミ
ア

の
限

界
に

挑
む

2
0

顔
と

性
格

と
筋

肉
ど

れ
な

ん
だ

い
！

8
0

瞑
想

を
す

る
こ

と
と

弓
道

の
的

中
率

と
の

関
係

1
4
0

ラ
ン

ニ
ン

グ
中

に
音

楽
を

聴
く

効
果

2
0
0

S
N
S
で

評
価

さ
れ

る
イ

ラ
ス

ト
に

お
け

る
モ

チ
ー

フ
の

特
定

2
1

食
品

別
の

防
腐

作
用

8
1

台
風

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
1
4
1

勉
強

中
に

音
楽

を
聴

く
効

果
2
0
1

集
中

力
と

体
感

時
間

と
の

関
係

2
2

美
味

し
い

水
の

条
件

8
2

骨
伝

導
に

つ
い

て
1
4
2

ラ
イ

ト
ノ

ベ
ル

の
タ

イ
ト

ル
と

発
行

部
数

の
関

係
2
0
2

虞
世

南
と

欧
陽

詢
の

字
形

的
類

似
性

と
そ

の
要

因

2
3

興
味

の
度

合
い

に
よ

る
時

間
の

感
じ

方
の

違
い

8
3

カ
ビ

の
発

生
を

抑
制

す
る

身
近

な
食

材
に

つ
い

て
の

研
究

1
4
3

視
力

の
低

下
の

原
因

2
0
3

言
語

に
反

映
さ

れ
る

日
本

人
と

英
語

圏
の

人
々

の
発

想
の

違
い

2
4

色
の

違
い

に
よ

る
記

憶
力

の
変

化
8
4

濡
れ

た
本

の
復

元
1
4
4

拡
張

版
〇

×
ゲ

ー
ム

の
必

勝
法

は
あ

る
の

か
2
0
4

人
が

魅
力

を
感

じ
る

タ
イ

ト
ル

の
言

葉
の

構
成

2
5

タ
イ

ポ
グ

リ
セ

ミ
ア

現
象

の
応

用
8
5

対
訳

文
を

用
い

た
翻

訳
ツ

ー
ル

の
正

確
性

の
検

証
1
4
5

換
気

の
効

率
化

2
0
5

古
英

語
か

ら
現

代
英

語
へ

の
推

移
に

つ
い

て

2
6

睡
眠

不
足

が
学

習
に

与
え

る
影

響
8
6

翼
の

幅
に

よ
る

飛
行

機
の

速
度

の
変

化
1
4
6

塩
酸

と
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

反
応

に
お

け
る

塩
化

物
イ

オ
ン

の
影

響
2
0
6

立
っ

て
い

る
人

が
最

も
早

く
目

に
つ

く
よ

う
な

看
板

の
作

り
方

2
7

室
温

に
よ

っ
て

集
中

力
は

ど
う

変
わ

る
の

か
8
7

空
気

抵
抗

の
大

き
さ

を
決

め
る

要
因

1
4
7

川
崎

フ
ロ

ン
タ

ー
レ

の
サ

ッ
カ

ー
2
0
7

読
書

と
現

代
文

の
点

数
の

関
係

2
8

「
野

球
は

９
回

２
ア

ウ
ト

か
ら

」
を

紐
解

く
8
8

色
彩

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
の

理
解

度
の

変
化

1
4
8

ラ
ン

ニ
ン

グ
と

音
楽

の
関

係
性

に
つ

い
て

2
0
8

デ
ュ

エ
ル

マ
ス

タ
ー

ズ
に

お
け

る
カ

ー
ド

規
制

と
作

成
時

の
課

題

2
9

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

声
掛

け
に

よ
る

暗
記

学
習

へ
の

効
果

8
9

コ
ー

ラ
の

何
の

成
分

が
歯

を
溶

か
す

の
か

1
4
9

音
楽

と
植

物
の

成
長

の
関

係
を

調
べ

て
み

た
2
0
9

男
子

校
の

長
所

と
短

所
を

在
校

生
の

評
価

か
ら

読
み

解
く

3
0

足
の

つ
り

に
く

さ
と

水
分

補
給

の
関

係
9
0

エ
チ

レ
ン

ガ
ス

が
オ

レ
ン

ジ
に

及
ぼ

す
影

響
1
5
0

走
る

前
に

音
楽

を
聴

い
て

本
当

に
足

が
速

く
な

る
の

？
2
1
0

振
動

の
質

と
眠

り
と

の
関

係

3
1

投
高

打
低

の
チ

ー
ム

が
上

位
に

入
る

た
め

の
条

件
9
1

画
像

の
有

無
に

よ
る

理
解

度
の

違
い

1
5
1

コ
ス

ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
良

い
乾

電
池

2
1
1

印
象

に
残

る
英

単
語

の
覚

え
方

3
2

ス
ト

レ
ッ

チ
の

効
果

と
人

気
yo

u
tu

b
e
rの

信
憑

性
 

9
2

流
行

る
ツ

イ
ー

ト
の

共
通

点
1
5
2

状
況

に
応

じ
て

変
化

す
る

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

の
感

じ
方

2
1
2

手
の

器
用

さ
と

ひ
ら

め
き

力

3
3

休
日

の
タ

ス
ク

に
充

実
感

を
持

た
せ

る
方

法
9
3

コ
ラ

ッ
ツ

予
想

に
関

す
る

考
察

1
5
3

人
の

名
前

を
覚

え
る

速
さ

2
1
3

人
々

の
興

味
を

引
く

紙
広

告
の

色
彩

3
4

紫
外

線
の

防
ぎ

方
と

日
焼

け
の

関
係

9
4

ゆ
で

卵
と

起
き

上
が

り
小

法
師

1
5
4

昆
虫

が
好

む
光

の
傾

向
2
1
4

視
力

回
復

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果

3
5

人
の

感
覚

に
よ

る
分

量
と

反
射

神
経

の
関

係
9
5

魚
類

が
脳

に
及

ぼ
す

影
響

1
5
5

ラ
デ

ィ
ッ

シ
ュ

の
育

成
　

基
本

用
土

と
改

良
用

土
の

割
合

に
よ

る
違

い
2
1
5

4
ス

タ
ン

ス
理

論
の

真
偽

3
6

集
ま

れ
！

今
す

ぐ
瘦

せ
た

い
人

9
6

ベ
ス

ト
な

休
憩

時
間

1
5
6

無
意

識
に

受
け

取
る

情
報

の
正

確
さ

に
つ

い
て

2
1
6

ゴ
ル

フ
　

プ
ロ

と
ア

マ
チ

ュ
ア

の
違

い

3
7

ゲ
ー

ム
時

間
と

睡
眠

時
間

の
関

係
9
7

音
楽

が
記

憶
力

に
及

ぼ
す

影
響

1
5
7

J
p
o
p
の

ヒ
ッ

ト
曲

に
お

け
る

共
通

点
2
1
7

味
覚

は
視

覚
に

影
響

さ
れ

る
の

か
？

3
8

色
感

は
人

に
よ

っ
て

ど
う

異
な

る
の

か
9
8

英
語

と
日

本
語

と
し

て
使

え
わ

れ
る

英
語

の
違

い
1
5
8

必
要

最
低

限
の

手
洗

い
を

見
つ

け
よ

う
2
1
8

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

お
け

る
ビ

ッ
グ

ラ
ン

の
作

り
方

3
9

集
中

力
を

上
げ

る
方

法
の

持
続

時
間

は
ど

の
よ

う
に

違
う

の
か

9
9

日
焼

け
止

め
は

紫
外

線
を

防
ぐ

こ
と

は
で

き
る

の
か

1
5
9

エ
ビ

ン
グ

ハ
ウ

ス
の

忘
却

曲
線

に
基

づ
く

記
憶

力
の

変
化

2
1
9

J
1
リ

ー
グ

（
２

０
２

１
シ

ー
ズ

ン
）

の
デ

ー
タ

と
勝

利
の

関
係

4
0

色
に

よ
る

記
憶

力
の

変
化

1
0
0

校
歌

と
地

名
の

関
係

1
6
0

安
全

に
落

下
さ

せ
る

こ
と

の
で

き
る

パ
ラ

シ
ュ

ー
ト

の
研

究
2
2
0

「
よ

い
し

ょ
」

と
筋

肉
は

関
係

あ
る

の
か

4
1

J
リ

ー
グ

に
お

け
る

不
快

指
数

と
プ

レ
ー

の
関

係
1
0
1

ツ
ー

ル
・

ド
・

フ
ラ

ン
ス

～
歴

代
の

優
勝

者
の

脚
質

の
変

化
～

1
6
1

な
ぜ

日
本

は
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

が
進

ま
な

い
の

か
2
2
1

職
業

の
変

遷

4
2

マ
ー
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１年生アンケート結果（抜粋） 

Ｑ４ 以下の項目は，あなたの学習スタイルとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）毎日決まった時間，家庭学習をする           9% 30% 47% 14% 

２）特定の教科に偏らないように教科バランスを意識する   7% 45% 40% 7% 

３）学習する場所が決まっている              1% 13% 48% 38% 

４）決まった場所でなくても学習に集中できる        4% 33% 49% 15% 

５）息抜きと学習のバランスを意識する           6% 34% 45% 15% 

６）生じた疑問はできるだけ早く解決する          1% 17% 59% 22% 

７）生じた疑問は先生に質問して解決する          9% 45% 38% 8% 

８）生じた疑問は参考書などを用いて自力で解決する     1% 17% 54% 28% 

９）生じた疑問は友人にきいて解決する           3% 15% 50% 33% 

10）教科の好みによらず，学習時間を確保している      8% 49% 36% 7% 

11）友人と学ぶことにメリットを感じる           2% 12% 51% 34% 

12）友人からの質問に応えることにメリットを感じる     0% 6% 51% 42% 

13）授業をおろそかにしない                1% 15% 57% 27% 

14）定期テストは十分に準備をして望む           2% 29% 48% 21% 

15）定期テスト後は誤答の見直しに時間をかける       7% 50% 35% 7% 

16）自分に適した学習方法を考えて学習している       3% 26% 47% 24% 

Ｑ５ 以下の項目は，あなたが教科･科目の学習をするときの動機付けとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）よい大学を卒業すれば社会に出てから有利になるから   3% 18% 42% 37% 

２）何かができるようになっていくことがうれしいから    4% 15% 48% 33% 

３）世界のことをより広く知りたいから           10% 28% 43% 19%
４）たくさん学習すると先生が気にかけてくれるから     34% 50% 13% 3% 

５）学習で得た力は，いずれ役に立つと思うから       3% 13% 46% 38% 
６）知識が増えたり考え方を学んだりすると，筋道だった考えができる

ようになるから                    
4% 16% 52% 28% 

７）成績がよいと周囲から認められて自信につながるから   6% 31% 43% 21% 

８）わかること自体におもしろみを感じるから          4% 16% 46% 34% 

９）いろいろな面からものごとを考えられるようになりたいから    4% 23% 44% 29% 

10）ライバルに負けたくないから              7% 26% 40% 27% 

11）よい成績をとると受験（進学・就職）に有利だから    2% 11% 43% 44% 

Ｑ８ 本年度の授業で，下記の項目にあるような授業がどの程度実現されていると感じたか，お聞かせください。 

 
あてはまる欄の数字をマークする 

20%以下 40%程度 60%程度 80%以上

１）先生の熱意を感じる授業                0% 12% 47% 41% 

２）難しい概念が含まれていてもわかりやすく説明された授業 3% 16% 53% 28% 

３）好奇心がわく授業                   4% 21% 55% 20% 

４）黒板，スライド，動画などが効果的に使われている授業  3% 15% 38% 45% 

５）教科書や配布される教材が効果的に使われている授業   1% 15% 44% 39% 

６）スマートフォン・タブレット・ＰＣなどが効果的に使われている授業 31% 36% 25% 8% 

７）他者と関わる活動（グループ活動）を必要に応じて取り入れた授業  10% 24% 42% 23% 

８）グループ活動が深い学びに結びつく授業         15% 31% 39% 15% 

９）質問をしやすい授業                  15% 29% 35% 20% 

10）いま習っている内容が，既習事項と関連づけられた授業  0% 17% 49% 34% 

11）予習・復習が活かされる授業              1% 11% 50% 38% 

12）その教科･科目の学び方がわかる授業           2% 25% 50% 23% 

13）シラバス（授業計画）に沿って進められている授業    3% 16% 48% 33% 

14）社会・生活との関連が意識できる授業          10% 29% 44% 16% 

15）生徒が主体的に参加できる授業             3% 25% 44% 28% 
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Ｑ９ 以下の項目について，本校入学前と比較して，どの程度身についていると思いますか。 

 

あてはまる欄の数字をマークする 

全く身に 

ついていな

い 

あまり身に 

ついていな

い 

ある程度身

に 

ついている

かなり身に

ついている

１）基本的な公式や知識を記憶すること          0% 7% 67% 26% 

２）記憶した公式や知識を活用すること          0% 13% 61% 26% 

３）物事を考えるときに必要となる情報を正しく得ること  2% 10% 68% 20% 

４）得た情報の正しさをさまざまな観点から判断すること  1% 19% 62% 18% 

５）グラフから情報を正しく読み取ること          2% 15% 62% 21% 

６）グラフを正確に描画すること              4% 23% 53% 20% 

７）原因と結果に関連性を見いだすこと           1% 18% 62% 19% 

８）物事のもついろいろな特徴を見つけること        1% 22% 61% 16% 

９）物事に課題を見いだすこと               4% 28% 51% 18% 

10）課題の原因を見いだすこと               3% 22% 58% 17% 

11）課題解決の可能性を様々な観点から考えること      4% 18% 63% 14% 

12）課題の解決方法を提案すること             4% 25% 56% 16% 

13）仮説を立てて物事を考えること             3% 27% 55% 15% 

14）異なる分野間に，考え方の共通点を見いだすこと     4% 29% 53% 14% 

15）異なる考え同士の関係性を見いだすこと         5% 30% 51% 14% 

16）他の人が思いつかない発想でアイデアを出すこと     7% 37% 43% 13% 

17）理解を深めるために適切な質問をすること        4% 33% 50% 13% 

18）自分と異なる意見に対して根拠を示して反論すること   5% 28% 55% 13% 

19）対立する意見どうしをまとめ，合意を得ること      6% 37% 47% 9% 

20）文章を要約すること                  9% 34% 46% 12% 

21）まとまりのある長い文章を書くこと           10% 37% 44% 9% 

22）主張とその根拠を明示して筋の通った文章を書くこと   5% 35% 51% 9% 

23）他者に物事をわかりやすく説明すること         6% 26% 56% 12% 

24）わかりやすい説明のために情報機器などを利用すること  8% 35% 49% 8% 

25）直面する状況を的確に把握すること           2% 23% 63% 12% 

26）直面した状況に対して自分の考えを持って判断すること  2% 20% 59% 19% 

27）他者の発言に対し，そのバックグラウンドを考えること  5% 25% 56% 14% 

28）文化や考え方の違いを，言語の違いという観点から捉えようとすること  7% 40% 43% 10% 

 

Q１０ 以下に示した「課題研究Ⅰ」の内容は，個人の課題研究を進めるうえで有意義でしたか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

全く有意義 

ではなかった

あまり有意義

ではなかった 
有意義だった 

大変 

有意義だった

１）「ブラックボックス」(4/14)～見えない中身を想像しよう～   4% 16% 58% 22% 

２）「マシュマロチャレンジ」(4/21)～グループで試行錯誤しよう～ 3% 11% 53% 34% 

３）「課題研究とはどのようなものか」全体講座 (4/28)          2% 15% 63% 20% 

４）「ケーススタディガイダンス」全体講座(5/12)             2% 13% 67% 17% 

５）「仮説と検証方法とは」全体講座(5/26)                1% 11% 63% 25% 

６）「ケーススタディ１仮説・検証方法」(6/2)           2% 12% 68% 18% 

７）「結果・考察・結論」全体講座(6/20)                    1% 11% 65% 22% 

８）「ケーススタディ２結果と考察」(6/23)                1% 13% 67% 19% 

９）「宇都宮大学学問探究講義」(7/7)               2% 8% 54% 36% 

10）「ケーススタディ３考察と結論」(7/14)           1% 13% 64% 22% 

11）「グループ発表のガイダンス」(9/8)             2% 15% 62% 20% 

12）「グループ発表」(10/6・13)                  2% 12% 58% 28% 

13）「研究計画書作成」（一人一研究ガイダンス）(10/18)        2% 11% 63% 24% 

14）「研究計画書作成」（発想法講座）(10/25)                  2% 11% 61% 26% 

15）「クリティカルシンキング」(11/22)                       3% 16% 55% 27% 

16）「先輩の視点を生かしてクラス内ブラッシュアップ」（12/6）  4% 11% 60% 24% 

17）「ゼミの進め方に関する講話」（12/13）                    3% 17% 60% 21% 

18）「質問力向上講座」（12/20）                              3% 13% 63% 20% 
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Ｑ１１ 課題研究の実践で，以下の点はどの程度身につきましたか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったく身に

ついていない

あまり身に 

ついていない 

ある程度身に

ついている 

かなり身に 

ついている 

１）身の回りの物事から課題を見出す              4% 25% 58% 13% 

２）見出した課題から探究に値する研究テーマを設定する     4% 24% 58% 15% 

３）周辺情報を把握するためにインターネット等を使い，先行研究を

十分に調べる                       

3% 18% 53% 26% 

４）周辺情報を把握するために文献等を参照し，先行研究と自分の研

究の位置関係を把握する                  

4% 26% 56% 14% 

５）先行研究と自分の研究の位置関係を把握し，研究の社会的意義あ

るいは学術的意義を把握する                

5% 30% 53% 12% 

６）実証可能な仮説を立てる                  5% 16% 62% 17% 

７）仮説を検証するために適切な方法を講じる          9% 17% 59% 16% 

８）仮説を検証するための客観的データを得る          14% 24% 49% 13%
９）探究に必要な図・グラフを作る               21% 24% 45% 11% 

10）得られたデータの特徴をとらえ，要因などについて考察する  16% 25% 47% 12% 

11）仮説に基づく結論を得る                  14% 22% 51% 13% 

12）他者の研究を見て，そこから新たな課題を導く        12% 24% 49% 15%
13）自身の研究を，論文やレポートにまとめる             23% 33% 36% 8% 

14）自身の研究を，プレゼンテーションスライドにまとめる    29% 29% 33% 9% 

15）自身の研究を，ポスターにまとめる             30% 34% 30% 6% 

16）自身の研究を相手にわかりやすく的確に伝える        20% 27% 45% 7% 

17）他人が作った資料に収められている情報を正しく理解する   10% 19% 60% 12% 

18）他者からの反論や自分と異なる意見を大切にして考える    9% 17% 54% 20% 

19）ものごとを思いつきではなく根拠をもって評価・判断する   10% 18% 59% 13% 

20）他者と協力関係を築くとき，相手の性格などの把握に努める  13% 16% 53% 18% 

21）複数の他者と協力しながら物事をすすめるとき，意見の調整を重

んじる                          

11% 20% 51% 18% 

22）パソコンとその周辺機器を適切に操作する          12% 22% 46% 20% 

23）情報を扱うときに必要なモラルやマナー                   7% 15% 52% 25% 

24）ワード･エクセル･パワーポイントの，基本的な操作方法     12% 20% 50% 18% 

25）科学的事象について，それを理解したり研究したりするために必

要な情報を，インターネットなどで検索し収集する        

8% 17% 53% 21% 

26）研究の成果を論理的にわかりやすくまとめるためにワード･エクセ

ル･パワーポイントなどを活用する                         

22% 25% 39% 14% 

27）作成した資料を用いて，研究の成果を効果的に発表する      24% 30% 37% 9% 

28）表やグラフを作成し，データを分析する                    25% 27% 39% 9% 

 
Ｑ12 「課題研究Ⅰ」の学習活動について，以下の項目はどの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる 

１）全体的に興味をもって取り組み，主体的に活動できた     3% 15% 62% 20% 

２）グループでの話し合いや討議に積極的に参加できた      4% 16% 59% 21% 

３）計画的に探究活動に取り組めた               4% 15% 61% 20% 

４）研究行為（探究への取り組み方やその手順）への理解が深まった 4% 14% 57% 25% 

５）科学的な見方や考え方の大切さを理解できた         3% 14% 57% 25% 

６）メディア情報の真偽を科学的な視点で考えるようになった   4% 17% 59% 20% 

７) 社会の事象を，その枠組と流れから考察するようになった   4% 25% 54% 17% 

８）未知の物事の仕組みを知りたいと思うようになった      3% 19% 56% 22% 

９）未知の物事の仕組みを知る方法を考えるようになった     3% 24% 56% 17% 

10）物事を論理的に考えようとする姿勢が身についた       3% 15% 61% 21% 

11）自分の進路を考察するきっかけ（材料）となった       7% 26% 45% 22% 

12）将来，より深く学んでみたいと思う分野を発見できた     7% 28% 45% 20% 

13) 自分の進路をより深く考えるようになった          4% 20% 51% 26% 
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２年生アンケート結果（抜粋） 

Ｑ４ 以下の項目は，あなたの学習スタイルとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）毎日決まった時間，家庭学習をする           3% 7% 35% 55% 

２）特定の教科に偏らないように教科バランスを意識する   4% 9% 36% 51% 

３）学習する場所が決まっている              5% 10% 44% 42% 

４）決まった場所でなくても学習に集中できる        5% 12% 43% 40% 

５）息抜きと学習のバランスを意識する           5% 15% 35% 45% 

６）生じた疑問はできるだけ早く解決する          14% 30% 33% 23% 

７）生じた疑問は先生に質問して解決する          7% 13% 45% 34% 

８）生じた疑問は参考書などを用いて自力で解決する     25% 27% 27% 21% 

９）生じた疑問は友人にきいて解決する           42% 30% 20% 7% 

10）教科の成績は，教科の先生と自分の相性に左右されない  5% 6% 49% 40% 

11）友人と学ぶことにメリットを感じる           8% 19% 46% 26% 

12）友人からの質問に応えることにメリットを感じる     9% 37% 38% 16% 

13）授業をおろそかにしない                4% 8% 44% 44% 

14）定期テストは十分に準備をして望む           8% 40% 40% 12% 

15）定期テスト後は誤答の見直しに時間をかける       11% 33% 38% 18% 

16）学習方法は頻繁に見直す                4% 15% 56% 25% 

Ｑ５ 以下の項目は，あなたが教科･科目の学習をするときの動機付けとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）よい大学を卒業すれば社会に出てから有利になるから   6% 11% 35% 48% 

２）何かができるようになっていくことがうれしいから    4% 14% 45% 37% 

３）世界のことをより広く知りたいから           9% 25% 38% 27%
４）たくさん学習すると先生が気にかけてくれるから     28% 46% 19% 7% 

５）学習で得た力は，いずれ役に立つと思うから       7% 13% 42% 38% 
６）知識が増えたり考え方を学んだりすると，筋道だった考えができる

ようになるから                    
7% 15% 44% 33% 

７）成績がよいと周囲から認められて自信につながるから   9% 21% 40% 30% 

８）わかること自体におもしろみを感じるから           5% 17% 41% 37% 

９）いろいろな面からものごとを考えられるようになりたいから 5% 15% 52% 28% 

10）ライバルに負けたくないから               12% 23% 35% 30% 

11）よい成績をとると受験（進学・就職）に有利だから     5% 11% 31% 53% 

 
Ｑ８ 本年度の授業で，下記の項目にあるような授業がどの程度実現されていると感じたか，お聞かせください。 

 
あてはまる欄の数字をマークする 

20%以下 40%程度 60%程度 80%以上

１）先生の熱意を感じる授業                6% 21% 50% 23% 
２）難しい概念が含まれていてもわかりやすく説明された授業 8% 22% 46% 24% 

３）好奇心がわく授業                   8% 32% 44% 16% 

４）黒板，スライド，動画などが効果的に使われている授業  5% 13% 48% 34% 

５）教科書や配布される教材が効果的に使われている授業   4% 16% 48% 32% 

６）スマートフォン・タブレット・ＰＣなどが効果的に使われている授業  33% 28% 26% 13% 

７）他者と関わる活動（グループ活動）を必要に応じて取り入れた授業   11% 31% 41% 17% 

８）グループ活動が深い学びに結びつく授業         15% 37% 38% 11% 

９）質問をしやすい授業                  11% 25% 43% 21% 

10）いま習っている内容が，既習事項と関連づけられた授業  4% 15% 50% 31% 

11）予習・復習が活かされる授業              3% 13% 48% 36% 

12）その教科･科目の学び方がわかる授業           7% 23% 50% 20% 

13）シラバス（授業計画）に沿って進められている授業    9% 24% 45% 22% 

14）社会・生活との関連が意識できる授業          11% 34% 44% 12% 

15）生徒が主体的に参加できる授業             6% 21% 54% 20% 
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Ｑ９ 以下の項目について，本校入学前と比較して，どの程度身についていると思いますか。 

 

あてはまる欄の数字をマークする 

全く身に 

ついていない

あまり身に 

ついていない 

ある程度身に 

ついている 

かなり身に 

ついている 

１）基本的な公式や知識を記憶すること           5% 15% 52% 28% 

２）記憶した公式や知識を活用すること           5% 15% 52% 29% 

３）物事を考えるときに必要となる情報を正しく得ること   4% 10% 52% 34% 

４）得た情報の正しさをさまざまな観点から判断すること   3% 17% 49% 30% 

５）グラフから情報を正しく読み取ること          3% 16% 52% 29% 

６）グラフを正確に描画すること              4% 22% 50% 25% 

７）原因と結果に関連性を見いだすこと           4% 11% 63% 23% 

８）物事のもついろいろな特徴を見つけること        3% 16% 56% 24% 

９）物事に課題を見いだすこと               4% 19% 48% 30% 

10）課題の原因を見いだすこと               4% 14% 54% 28% 

11）課題解決の可能性を様々な観点から考えること      4% 16% 54% 26% 

12）課題の解決方法を提案すること             4% 18% 51% 27% 

13）仮説を立てて物事を考えること             4% 23% 48% 25% 

14）異なる分野間に，考え方の共通点を見いだすこと     4% 19% 50% 27% 

15）異なる考え同士の関係性を見いだすこと         5% 19% 55% 21% 

16）他の人が思いつかない発想でアイデアを出すこと     10% 34% 41% 16% 

17）理解を深めるために適切な質問をすること        8% 27% 46% 19% 

18）自分と異なる意見に対して根拠を示して反論すること   8% 21% 46% 25% 

19）対立する意見どうしをまとめ，合意を得ること      9% 28% 44% 19% 

20）文章を要約すること                  9% 25% 41% 25% 

21）まとまりのある長い文章を書くこと           9% 30% 42% 19% 

22）主張とその根拠を明示して筋の通った文章を書くこと   7% 25% 51% 18% 

23）他者に物事をわかりやすく説明すること         6% 26% 45% 22% 

24）わかりやすい説明のために情報機器などを利用すること  11% 25% 41% 24% 

25）直面する状況を的確に把握すること           6% 15% 51% 28% 

26）直面した状況に対して自分の考えを持って判断すること  4% 15% 53% 27% 

27）他者の発言に対し，そのバックグラウンドを考えること  6% 20% 48% 26% 

28）外国人の考え方の違いを，言語の違いという観点で捉えようと

すること                       

9% 36% 38% 17% 

 
Q１０ 以下に示した「課題研究Ⅱ」の内容は，個人の課題研究を進めるうえで有意義でしたか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

全く有意義 

ではなかった

あまり有意義

ではなかった 
有意義だった 

大変 

有意義だった

１）「リスタート講座」全体講義(4/14)             6% 23% 55% 15% 

２）「データの取り扱い方」全体講義(4/21)            6% 19% 50% 25% 

３）「計画書ブラッシュアップ」(5/12・26)            5% 19% 56% 19% 

４）「ゼミの進め方」全体講義(6/2)                      6% 18% 57% 19% 

５）「仮説・検証方法の議論」（ゼミでの話し合い）(6/16･23)    5% 14% 53% 27% 

６）「ポスター作製上の注意」全体講義(9/8)           6% 16% 54% 24% 

７）「仮説・検証方法のプレゼン」（ゼミでの話し合い）(9/15・22) 4% 15% 54% 27% 

８）「結果・考察・結論」全体講義(10/6)             5% 18% 52% 26% 

９）「結果・考察・結論のプレゼン」（ゼミでの話し合い）(10/13・20) 4% 14% 49% 32% 

10）「１年生の計画書への助言」（11/24）                       7% 19% 48% 27% 

11）「発表に向けて」全体講義（12/8）              5% 15% 53% 26% 

12）「プレゼンテーション演習」(12/15～)         5% 12% 46% 37% 
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Ｑ１１ 課題研究の実践で，以下の点はどの程度身につきましたか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったく身に

ついていない

あまり身に 

ついていない 

ある程度身に 

ついている 

かなり身に 

ついている 

１）身の回りの物事から課題を見出す              5% 19% 58% 17% 

２）見出した課題から探究に値する研究テーマを設定する     4% 19% 58% 19% 

３）周辺情報を把握するためにインターネット等を使い，先行研究を

十分に調べる                       

5% 22% 46% 27% 

４）周辺情報を把握するために文献等を参照し，先行研究と自分の研

究の位置関係を把握する                  

5% 27% 49% 19% 

５）先行研究と自分の研究の位置関係を把握し，研究の社会的意義あ

るいは学術的意義を把握する                

5% 29% 47% 19% 

６）実証可能な仮説を立てる                  4% 9% 62% 24% 

７）仮説を検証するために適切な方法を講じる          4% 11% 60% 26% 

８）仮説を検証するための客観的データを得る          4% 14% 54% 27% 

９）探究に必要な図・グラフを作る               4% 16% 45% 35% 

10）得られたデータの特徴をとらえ，要因などについて考察する  4% 9% 54% 33% 

11）仮説に基づく結論を得る                  3% 13% 50% 33% 

12）自身の研究を通し，そこから新たな課題を導く        4% 20% 47% 28% 

13）自身の研究を，論文やレポートにまとめる             4% 14% 49% 34% 

14）自身の研究を，プレゼンテーションスライドにまとめる    3% 12% 44% 42% 

15）自身の研究を，ポスターにまとめる             3% 9% 48% 40% 

16）自身の研究を相手にわかりやすく的確に伝える        4% 17% 54% 25% 

17）他人が作った資料に収められている情報を正しく理解する   4% 13% 57% 26% 

18）他者からの反論や自分と異なる意見を大切にして考える    4% 6% 54% 36% 

19）ものごとを思いつきではなく根拠をもって評価・判断する   5% 10% 54% 31% 

20）他者と協力関係を築くとき，相手の性格などの把握に努める  4% 17% 55% 24% 

21）複数の他者と協力しながら物事をすすめるとき，意見の調整を重

んじる                          

3% 11% 59% 27% 

22）パソコンとその周辺機器を適切に操作する          5% 14% 46% 35% 

23）情報を扱うときに必要なモラルやマナー                   4% 8% 50% 38% 

24）ワード･エクセル･パワーポイントの，基本的な操作方法     4% 8% 43% 45% 

25）科学的事象について，それを理解したり研究したりするために必

要な情報を，インターネットなどで検索し収集する        

4% 8% 56% 31% 

26）研究の成果を論理的にわかりやすくまとめるためにワード･エク

セル･パワーポイントなどを活用する                        

4% 8% 51% 37% 

27）作成した資料を用いて，研究の成果を効果的に発表する      5% 11% 51% 33% 

28）表やグラフを作成し，データを分析する                    4% 14% 44% 38% 

Ｑ１２ 「課題研究Ⅱ」・「SS 情報Ⅱ」の学習活動について，以下の項目はどの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる 

１）全体的に興味をもって取り組み，主体的に活動できた     4% 13% 57% 26% 

２）グループでの話し合いや討議に積極的に参加できた      5% 14% 49% 32% 

３）計画的に探究活動に取り組めた               4% 22% 47% 26% 

４）研究行為（探究への取り組み方やその手順）への理解が深まった 4% 12% 54% 31% 

５）科学的な見方や考え方の大切さを理解できた         4% 16% 52% 28% 

６）メディア情報の真偽を科学的な視点で考えるようになった   7% 15% 51% 27% 

７) 社会の事象を，その枠組と流れから考察するようになった   7% 21% 50% 23% 

８）未知の物事の仕組みを知りたいと思うようになった      5% 15% 52% 28% 

９）未知の物事の仕組みを知る方法を考えるようになった     6% 21% 52% 22% 

10）物事を論理的に考えようとする姿勢が身についた       4% 12% 56% 29% 

11）自分の進路を考察するきっかけ（材料）となった       16% 30% 37% 17% 

12）将来，より深く学んでみたいと思う分野を発見できた     14% 29% 39% 18% 

13) 自分の進路をより深く考えるようになった          13% 21% 42% 24% 
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３年生アンケート結果（抜粋） 

Ｑ４ 以下の項目は，あなたの学習スタイルとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）毎日決まった時間，家庭学習をする           5% 10% 51% 34% 

２）特定の教科に偏らないように教科バランスを意識する   4% 26% 48% 22% 

３）学習する場所が決まっている              2% 11% 46% 40% 

４）決まった場所でなくても学習に集中できる        8% 36% 43% 14% 

５）息抜きと学習のバランスを意識する           3% 23% 48% 27% 

６）生じた疑問はできるだけ早く解決する          1% 9% 56% 34% 

７）生じた疑問は先生に質問して解決する          9% 45% 29% 17% 

８）生じた疑問は参考書などを用いて自力で解決する     2% 6% 48% 44% 

９）生じた疑問は友人にきいて解決する           4% 11% 45% 40% 

10）教科の成績は，教科の先生と自分の相性に左右されない  7% 26% 45% 22% 

11）友人と学ぶことにメリットを感じる           1% 7% 39% 53% 

12）友人からの質問に応えることにメリットを感じる     2% 6% 37% 55% 

13）授業をおろそかにしない                2% 13% 51% 33% 

14）定期テストは十分に準備をして望む           8% 25% 48% 20% 

15）定期テスト後は誤答の見直しに時間をかける       7% 36% 41% 17% 

16）学習方法は頻繁に見直す                3% 39% 36% 22% 

 
Ｑ５ 以下の項目は，あなたが教科･科目の学習をするときの動機付けとして，どの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる

１）よい大学を卒業すれば社会に出てから有利になるから   3% 11% 40% 45% 

２）何かができるようになっていくことがうれしいから    3% 13% 45% 39% 

３）世界のことをより広く知りたいから           6% 20% 44% 30%
４）たくさん学習すると先生が気にかけてくれるから     23% 52% 18% 7% 

５）学習で得た力は，いずれ役に立つと思うから       3% 14% 45% 37% 
６）知識が増えたり考え方を学んだりすると，筋道だった考えができる

ようになるから                    
4% 13% 51% 32% 

７）成績がよいと周囲から認められて自信につながるから   8% 25% 39% 28% 

８）わかること自体におもしろみを感じるから           3% 18% 42% 37% 

９）いろいろな面からものごとを考えられるようになりたいから  3% 16% 41% 40% 

10）ライバルに負けたくないから               9% 20% 41% 30% 

11）よい成績をとると受験（進学・就職）に有利だから     2% 10% 37% 50% 

 
Ｑ８ 本年度の授業で，下記の項目にあるような授業がどの程度実現されていると感じたか，お聞かせください。 

 

あてはまる欄の数字をマークする 

20%以
下 

40%程度 60%程度 80%以上

１）先生の熱意を感じる授業                2% 8% 42% 48% 
２）難しい概念が含まれていてもわかりやすく説明された授業 3% 13% 45% 40% 

３）好奇心がわく授業                   5% 21% 40% 34% 

４）黒板，スライド，動画などが効果的に使われている授業  3% 12% 44% 41% 

５）教科書や配布される教材が効果的に使われている授業   2% 12% 37% 49% 

６）スマートフォン・タブレット・ＰＣなどが効果的に使われている授業  40% 30% 17% 12% 

７）他者と関わる活動（グループ活動）を必要に応じて取り入れた授業   9% 28% 36% 27% 

８）グループ活動が深い学びに結びつく授業         11% 30% 38% 20% 

９）質問をしやすい授業                  12% 26% 39% 23% 

10）いま習っている内容が，既習事項と関連づけられた授業  1% 10% 46% 42% 

11）予習・復習が活かされる授業              3% 10% 40% 46% 

12）その教科･科目の学び方がわかる授業           4% 17% 46% 33% 

13）シラバス（授業計画）に沿って進められている授業    5% 18% 44% 34% 
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14）社会・生活との関連が意識できる授業          11% 27% 37% 25% 

15）生徒が主体的に参加できる授業             5% 19% 43% 33% 

 
Ｑ９ 以下の項目について，本校入学前と比較して，どの程度身についていると思いますか。 

 

あてはまる欄の数字をマークする 

全く身に 

ついていない

あまり身に 

ついていない 

ある程度身に 

ついている 

かなり身に 

ついている 

１）基本的な公式や知識を記憶すること           4% 10% 48% 38% 

２）記憶した公式や知識を活用すること           4% 10% 50% 36% 

３）物事を考えるときに必要となる情報を正しく得ること   2% 10% 50% 37% 

４）得た情報の正しさをさまざまな観点から判断すること   4% 11% 49% 36% 

５）グラフから情報を正しく読み取ること          2% 9% 55% 34% 

６）グラフを正確に描画すること              4% 13% 50% 33% 

７）原因と結果に関連性を見いだすこと           2% 12% 50% 36% 

８）物事のもついろいろな特徴を見つけること        2% 9% 54% 35% 

９）物事に課題を見いだすこと               4% 12% 53% 30% 

10）課題の原因を見いだすこと               3% 10% 56% 31% 

11）課題解決の可能性を様々な観点から考えること      3% 10% 59% 29% 

12）課題の解決方法を提案すること             3% 12% 57% 28% 

13）仮説を立てて物事を考えること             3% 17% 50% 30% 

14）異なる分野間に，考え方の共通点を見いだすこと     2% 16% 52% 30% 

15）異なる考え同士の関係性を見いだすこと         2% 15% 48% 35% 

16）他の人が思いつかない発想でアイデアを出すこと     12% 26% 44% 19% 

17）理解を深めるために適切な質問をすること        4% 24% 49% 23% 

18）自分と異なる意見に対して根拠を示して反論すること   6% 19% 49% 26% 

19）対立する意見どうしをまとめ，合意を得ること      7% 19% 53% 20% 

20）文章を要約すること                  8% 29% 44% 19% 

21）まとまりのある長い文章を書くこと           7% 25% 46% 22% 

22）主張とその根拠を明示して筋の通った文章を書くこと   5% 22% 50% 23% 

23）他者に物事をわかりやすく説明すること         3% 17% 50% 30% 

24）わかりやすい説明のために情報機器などを利用すること  8% 21% 47% 24% 

25）直面する状況を的確に把握すること           3% 9% 55% 32% 

26）直面した状況に対して自分の考えを持って判断すること  2% 7% 58% 33% 

27）他者の発言に対し，そのバックグラウンドを考えること  2% 19% 48% 30% 

28）外国人の考え方の違いを，言語の違いという観点で捉えよう

とすること                      

8% 25% 44% 23% 

 
Q１０ 本年の SSH の以下の取り組みは，自分の学びを振り返るうえで有意義でしたか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

全く有意義 

ではなかった

あまり有意義

ではなかった 
有意義だった

大変 

有意義だった

５）「２年生の計画書への助言」(5/10) 8% 12% 54% 27% 

12）「論文作成」(4/19，4/26，5/17)            6% 14% 54% 27% 

 
Ｑ１１ 大学等に進学し，研究型の学習に取り組んだとします。その際，以下の点はどの程度実践できそうですか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったく身に

ついていない

あまり身に 

ついていない 

ある程度身に 

ついている 

かなり身に 

ついている 

１）身の回りの物事から課題を見出す              1% 16% 61% 22% 

２）見出した課題から探究に値する研究テーマを設定する     2% 15% 62% 21% 

３）周辺情報を把握するためにインターネット等を使い，先行研究を

十分に調べる                       

2% 10% 55% 33% 

４）周辺情報を把握するために文献等を参照し，先行研究と自分の研

究の位置関係を把握する                  

2% 13% 60% 26% 

５）先行研究と自分の研究の位置関係を把握し，研究の社会的意義あ

るいは学術的意義を把握する                

2% 13% 61% 24% 

６）実証可能な仮説を立てる                  2% 10% 63% 25% 
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７）仮説を検証するために適切な方法を講じる          1% 10% 61% 27% 

８）仮説を検証するための客観的データを得る          2% 11% 57% 30% 

９）探究に必要な図・グラフを作る               2% 11% 54% 33% 

10）得られたデータの特徴をとらえ，要因などについて考察する  1% 9% 62% 28% 

11）仮説に基づく結論を得る                  1% 7% 65% 27% 

12）自身の研究を通し，そこから新たな課題を導く        3% 14% 55% 28% 

13）自身の研究を，論文やレポートにまとめる             2% 11% 59% 28% 

14）自身の研究を，プレゼンテーションスライドにまとめる    2% 11% 55% 32% 

15）自身の研究を，ポスターにまとめる             1% 10% 59% 30% 

16）自身の研究を相手にわかりやすく的確に伝える        2% 16% 57% 25% 

17）他人が作った資料に収められている情報を正しく理解する   1% 8% 56% 35% 

18）他者からの反論や自分と異なる意見を大切にして考える    1% 8% 53% 37% 

19）ものごとを思いつきではなく根拠をもって評価・判断する   3% 9% 57% 31% 

20）他者と協力関係を築くとき，相手の性格などの把握に努める  2% 13% 47% 38% 

21）複数の他者と協力しながら物事をすすめるとき，意見の調整を重

んじる                          

2% 11% 52% 35% 

22）パソコンとその周辺機器を適切に操作する          5% 18% 51% 27% 

23）情報を扱うときに必要なモラルやマナー                   1% 8% 54% 37% 

24）ワード･エクセル･パワーポイントの，基本的な操作方法     3% 13% 55% 30% 

25）科学的事象について，それを理解したり研究したりするために必

要な情報を，インターネットなどで検索し収集する        

1% 9% 55% 36% 

26）研究の成果を論理的にわかりやすくまとめるためにワード･エク

セル･パワーポイントなどを活用する                        

2% 12% 56% 29% 

27）作成した資料を用いて，研究の成果を効果的に発表する      1% 14% 56% 28% 

28）表やグラフを作成し，データを分析する                    1% 11% 53% 34% 

 
Ｑ１２ 入学してから様々な SSH の取組に参加してきた結果，あなたの行動や考え方等に変化がみられたかをお聞
きします。以下の項目はどの程度あてはまりますか。 

 あてはまる欄の数字をマークする 

まったくあて

はまらない 

あまりあて 

はまらない 

やや 

あてはまる 

とても 

あてはまる 

１）全体的に興味をもって取り組み，主体的に活動できた     4% 15% 48% 33% 

２）グループでの話し合いや討議に積極的に参加できた      2% 12% 49% 37% 

３）計画的に探究活動に取り組めた               6% 23% 44% 27% 

４）研究行為（探究への取り組み方やその手順）への理解が深まった 4% 11% 49% 36% 

５）科学的な見方や考え方の大切さを理解できた         3% 11% 43% 43% 

６）メディア情報の真偽を科学的な視点で考えるようになった   5% 14% 49% 31% 

７) 社会の事象を，その枠組と流れから考察するようになった   6% 19% 48% 27% 

８）未知の物事の仕組みを知りたいと思うようになった      5% 18% 43% 34% 

９）未知の物事の仕組みを知る方法を考えるようになった     7% 24% 45% 25% 

10）物事を論理的に考えようとする姿勢が身についた       4% 15% 46% 35% 

11）自分の進路を考察するきっかけ（材料）となった       14% 23% 36% 27% 

12）将来，より深く学んでみたいと思う分野を発見できた     16% 27% 33% 25% 

13) 自分の進路をより深く考えるようになった          12% 18% 39% 31% 

 

 1

職員アンケート結果 
Ｑ１ 課題研究の実施に関して 

 
とても 

そう思う 
そう思う 変わらない 

あまり 

そう思わない 
そう思わない

１）生徒の批判的な態度（本当にそうか，なぜなのかと疑問

を持つ）の育成に役立つと思うようになった。 
36% 55% 7% 2% 0% 

２）生徒の協働的な態度（他者の考えを尊重しより良い解決

策を生み出す）の育成に役立つと思うようになった。 
45% 48% 7% 0% 0% 

３）生徒の創造的な態度（工夫をして課題の解決方法を考え

る）の育成に役立つと思うようになった。 
31% 60% 10% 0% 0% 

４）生徒の主体性を伸ばすことができると思うようになった。 33% 52% 14% 0% 0% 

５）生徒の論理的思考力を伸ばすことができると思うように

なった。 
33% 55% 12% 0% 0% 

６）生徒の判断力を伸ばすことができると思うようになった。 21% 55% 21% 2% 0% 

７）生徒の情報機器に関するリテラシーが身につくと思うよ

うになった。 
43% 45% 10% 2% 0% 

８）生徒のプレゼンテーション能力（論理的に説明できる）

を伸ばすことができると思うようになった。 
57% 36% 7% 0% 0% 

９）生徒の論理的な文章表現力を伸ばすことができると思う

ようになった。 
26% 50% 24% 0% 0% 

10）ゼミ活動等への関わりを通じて指導に対する抵抗感がな

くなった。 
31% 43% 24% 2% 0% 

11) 他校に赴任しても探究的な学習活動の指導ができる。 12% 57% 24% 5% 2% 

12）教科科目の学習に好影響を与える活動だと思うようにな

った。 
29% 38% 29% 5% 0% 

13）生徒の進路選択に好影響を与える活動だと思うようにな

った。 
33% 48% 19% 0% 0% 

14）総合的に見て，教育的効果が高い活動だと思うようにな

った。 
38% 55% 7% 0% 0% 

 
Ｑ２ これまでの SSH 事業全般を通じて「生徒の態度等がどの程度変容したか」について 

 

とても 

みられるよう

になった 

みられるよう

になった 

どちらともいえ

ない 

みられなくなり

つつある 

みられなくな

った 

１）批判的に物事をとらえる。 19% 64% 17% 0% 0% 

２）他者の考えを尊重する。 33% 60% 7% 0% 0% 

３）工夫をしながら課題を解決する。 26% 67% 7% 0% 0% 

４）主体性をもってものごとにあたる。 26% 57% 17% 0% 0% 

５）論理的にものごとにあたる。 24% 52% 24% 0% 0% 

６）適切な判断ができる。 17% 55% 29% 0% 0% 

７）自らの学問的興味・関心に基づいた進路選択ができる。 29% 50% 21% 0% 0% 

 
Ｑ３ 本校の課題研究の指導法について 

 
とても 

そう思う 
そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまり 

そう思わない 
そう思わない

１）課題研究はグループ研究よりも個人研究ですすめる方

が教育効果は高い。 
21% 36% 33% 5% 5% 

２）課題研究で２年生全員が発表をすることは教育効果が

高い。 
43% 50% 2% 5% 0% 

３）ゼミ活動において生徒が議論している様子を評価する

のは重要である。 
26% 60% 10% 5% 0% 

４）本校の課題研究は研究の過程を評価しているが，教員

による研究内容そのものへの評価も必要である。 
7% 48% 36% 10% 0% 

５）年間指導計画を毎年見直すことで，効果的な指導法の

改善ができている。 
33% 48% 19% 0% 0% 

６）本校の課題研究の指導に携わることで教員の課題研究

における指導力が身につく。 
21% 52% 21% 5% 0% 

７）課題研究の指導法を毎年見直すことで教員の負担は軽

減されている。 
19% 31% 38% 12% 0% 

８）本校の課題研究の指導法は総じて適切である。 31% 57% 12% 0% 0% 
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Q４ 授業カリキュラム開発でかかげる，次の４つの視点を意識して普段から授業をしていますか。 

 
積極的に 

取り入れている

ある程度 

取り入れている

どちらとも 

いえない 

意識はしている

ができていない 
意識していない

１）主体的で協働的な学びの実現 22% 63% 7% 7% 0% 

２）国際性の育成 15% 34% 27% 17% 7% 

３）分野融合・教科横断 10% 63% 15% 10% 2% 

４）ICT 機器の利活用 32% 46% 5% 12% 5% 

 
Ｑ５ 次の質問にお答えください。 

 
とても 

そう思う 
そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまり 

そう思わない
そう思わない

１）本校の SSH 事業は組織的に行われている。 36% 52% 10% 0% 2% 

２）学問探究講義は生徒の知的好奇心の喚起に有効である。 43% 57% 0% 0% 0% 

３）学問探究講義は生徒のキャリア観の形成に有効である。 31% 55% 14% 0% 0% 

４）SSH 校外研修は生徒の知的好奇心の喚起に有効である。 40% 57% 2% 0% 0% 

５）SSH 校外研修は生徒のキャリア観の形成に有効である。 31% 60% 10% 0% 0% 

６）大学で必要とされる資質能力を知るために，大学に出向

いて講義や実験などを体験することは効果が高い。 
40% 57% 2% 0% 0% 

７）大学で必要とされる資質能力を知るために，高校で大学

の講義や実験などを体験することは効果が高い。 
40% 60% 0% 0% 0% 

８）SSH 事業が推進する取組は総合型，学校推薦型，一般の

別を問わず，大学入学者選抜試験において有効である。
31% 36% 26% 7% 0% 

９）SSH 事業を通して国際性を育成するために，英語による

表現力の強化や国際交流に努めている。 
17% 40% 31% 10% 2% 

10）新しい学習指導要領の実施に向けて，自身の授業の改善・

改革の必要性を感じる。 
26% 67% 5% 2% 0% 

 
Ｑ６ 課題研究の「ゼミ活動」指導においては、研究内容そのものへの指導よりも、ルーブリックを用いて探究のプロ
セスを意識させたり、発問カードを用いて生徒の思考を促したりすることを先生方へお願いしています。 

今年度ゼミを担当してくださった先生が課題に感じたことや改善意見などがありましたらお書きください。 

 
 
 
 

・発問カードをあまり使う機会がなかった。（カードの内容と同じ発議があっても口で言うことが多かっ
た。） 
・発言の量の差をただすのが難しかった。 
・個人研究のレベルが低い。 
・単なる調べ学習になってしまう生徒（文系だから？）もいて、そこから研究課題を見つけるのにお互い
少し苦労した。全体の指導の際、具体的なヒントあると助かります。 
・プロセスの中で取り組むべき課題についてもう少し生徒に考えさせたい。検証の仕方や説得できるだけ
の素材の集め方など吟味させたい。 
・生徒相互でのルーブリック評価は生徒にとって意識を高めるものとなっているようだ。 
・２年生を担当。昨年１年次のテーマ選びに関わっておらず、いきなり２年次からの指導となったため、
指導のポイントや勝手が分からず、戸惑った。 
・１回目の発表で指摘された課題を２回目に生かしきれていない。大部分の生徒は考える時間を自分でと
れていないようなので、１時間程度、自分でじっくり考える時間を設立して良いのでは。 
・実験データ収集に際していろいろアドバイスはするものの様々制約などもあって実際の活動に生かされ
る場面が少ないように思った。また、類似テーマで研究している者同士で議論しあったり、あるテーマと
あるテーマを合わせたりして、合同での研究があると、一人でやっているものよりは内容的によくなるの
ではないか。 
・SS 情報で何をどのように進めているのかが分からず、継続的な指導ができたとは言えない。話し合いを
促しはしたが。 
・教員ごとにゼミの指導のやり方がまちまちなので（ゼミ活動に教員が加わるかどうかなど）を統一した
方が一元的な指導ができそう。 
・生徒主体に任せすぎてしまった部分があるので、改善していきたい。 
・発言をする生徒が固定されてしまう。最初にコメントするのは次の番号の人にするなどの工夫が必要か。
・生徒たちが、何を着地点にしたら良いのか、迷走しているように感じました。自分の研究が「何を導き」、
「今後どう生かされるのか」整理させる必要があると感じました。 
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Ｑ７ 授業改善に係る取組について伺います。各教科・科目において主体的・対話的で深い学びの視点からの授業
改善を図っていくために，どのような取組が考えられるかお書きください。 

 
Ｑ８ 本校における SSH 事業について改善意見がありましたらお書きください。 

 
Ｑ９ 昨年度と今年度を通じて，自身の指導力向上のため，大学，高校，各種研究機関，企
業等が主催する研修会（リモートも含む）に何回参加されましたか（参加予定も含む）。 

       
 

・数学の微積を利用して建築などに応用されている研究をやらせてみたい。 
・話すこと（やりとり）の場合において、自分の意見を述べる形式のみらなず、ディベート形式（批判
的見方）のやりとりに取り組みたい。 
・職員室、準備室での会話 
・生徒が授業の中での発問に対し、ペアやグループで意見を述べ、それをまとめて発表する形式に取り
組んでいくこと。発表の仕方にも注意させたい。 
・ペアワーク、グループワーク、プレゼンなどの普段の授業における効果的な取り入れ方を工夫する。 
・グループワークをもう少し効果的に取り入れたい。 
・晴れ（SSH を含む）の充実も大切かもしれないが、それ以前にまず褻（普段の授業）を充実させる。 
・国×数の連携 
・話し方、話し合いの仕方。文理横断授業。 
・テスト後にそれぞれの課題を全生徒が見られる形で共有する。 
・前年度のうち（３月頃）から授業研究の計画を立てられれば、もう少し効果的な分野融合の授業がで
きそうな気がしました。（９月、１０月頃でやれるものは限られてしますため。） 
・授業の進度との兼ね合いもあるが、10 分程度でできる探究活動（グループワーク）を取り入れていき
たい。 
・数学を理科に取り入れた授業を行った。継続していく。 
・体育の授業などで、編成したチームごとに話し合わせ、作戦、メンバー、選手交代など主体的に取り
組ませる。戦績等を分析し、課題解決や改善に向け PDCA サイクルを学ぶ。 

・ＳＳＨ部を中心に組織的に運営出来ていると思います。課題研究以外の様々な行事（校外研修など）
も生徒の進路選択においても効果があると思います。 
・改善を加えながら実績を積み重ねており、良いと思う。具体的なイメージがある訳ではないが、教科
の学習とＳＳＨの活動とが、もっとリンクしてくると良いと思う。 
・スモールステップを経て、どのように考えていくか、どう課題に向き合うかを学ぶことができている
と思います。 
・１年次の動機付けにはＳＳＨの他に担任や教科担当からも意義を伝えられると良いかと思いました。 
・専門性の高い研究をする生徒には、アドバイザー教員システムはどうか。 
・自分自身も研鑽を積みながら指導にあたってまいります。よろしくお願いいたします。 
・ＳＳＨ部の先生方の負担が大きい（特に発表会当日）と感じました。学校全体（特に２年生の副担）
で仕事を分担してもいいのではないでしょうか。 
・栃高の文化になりつつある一方で、まだまだマンパワーに振っている面が多く、所々にほころびが見
える瞬間があります。栃高の課題研究・SSH クラブ運営のマニュアル本みたいなのができると素晴らしい
と思いました。 
・発表会は全職員に役割を振るべき。SSH の先生方だけでやるのは無理があります。 
・研究成果発表会など、もっと学校全体の行事として取り組んでも良いと思います。教員の役割分担
等。 
・研究期間が短すぎてデータが貧弱な部分がある。・研究計画→ゼミ→研究→ゼミで発表→本番という流
れで、ゼミで発表と本番の間に研究を入れられないか。データが「こういうものがあるといい」に対応
するとよくなると思う。 
・「ゼミ活動」などがどういったものか理解できておらず、第１回目の活動で少し困惑した。ゼミファイ
ルや関係プリントを説明する程度でも良いので簡単な研修を入れてほしいと思います。 

７５ 回 
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